
ストップ・リニア！訴訟控訴審 

第８回口頭弁論～東京高裁 
期日： ２月５日（木） 
時間： 午後１時３０分～ 

（東京高裁１０１号法廷） 
集合： １２時４５分  

     (東京地方裁判所前) 
  
深刻化する岐阜県大湫町の水枯れと地盤沈下 
岐阜県瑞浪市大湫

おおくて

町
まち

ではトンネル内に湧水が流出し、ため池や井戸の水枯れが多発し地盤

沈下も最大１０センチに及びました。ＪＲ東海が農業集落排水処理を行う大湫クリーンセン

ターなどで応急対策を行ったとされますが、地下水を元に戻す抜本対策は放棄しています。 

静岡工区の開始は未定、「開業の遅れはＪＲ東海に幸い」のこじつけ 

リニア残土の処分先は７割が未定です。ＪＲ東海は品川・名古屋間の開業は２０３４年以

降としていますが、トンネルや橋梁工事が遅れ、４０年以降という見方も出ています。「作

業員不足、工事材料費の上昇などを考えると工事を急ぐことはない。開業まで時間があるの

で観光対策などについて沿線自治体との協議が進められる」という責任逃れの言い訳も見ら

れます。環境アセスのずさんさが今日の事態を招いています。建設費の膨大化にもつながっ

ています。国もリニアの現状を重く見て工事認可を見直すべきです。 

＜２月５日予定＞  

    

 

せ：０９０－３９１０  

１２：４５ 東京地裁前集会 

１３：３０ 開廷 

(東京高裁１０１号法廷) 

１４：３０ 報告集会 

会場：YOYO新橋・虎ノ門ヒルズ 

 裁判報告、大湫町の現地視察報告 

 

講演：「南アルプストンネルは無謀」 

講師：大塚正幸さん（元鉄道建設公団） 

 

      

 

     ④相模原市の県道建設 

ストップ・リニア！訴訟原告団事務局  

問合せ ０８０-６５４５－８７８４ 橋本 

  

 

 

 

 

 

大湫クリーンセンター～ＪＲ東海が 

地盤沈下の応急対策を実施した？ 


